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国際協議会に参加して 

国際ロータリー第2540地区 
2010－11ガバナー・エレクト 

地　葉　新　司 
 

　ガバナー事務所から、月信に載せるので４００字から１０００字で原稿を書いて下さいとの依頼が入ったのがサ
ンディエゴに出発する間際であった。「ロータリー秋田」編集事務所からは１５００字程度で国際協議会に参
加しての印象、感想、思い出あるいは成功、失敗談などを寄稿願いたいとの申し出である。書くことは嫌い
ではないのでかまわないが、短い文章にまとめると言うのは、物凄い努力が要ることを知っているのだろうか。 
　こんな愚痴が出てくるのも、帰国後、体調を壊している所為なのだろうか。１月１６日に秋田を発ち、成田
に前泊し、ガバナー・エレクト一行と合流し、ロサンゼルス経由でサンディエゴに入った。到着当日の午後
から開会本会議・開会夕食会とスケジュールが始まり、二日目からは午前中の本会議に続き、グループ討
論、午後も同じく本会議とグループ討論が行われる。そして、これが連日続くのである。これと連携して、
三日目に国際親善晩餐舞踏会、四日目には翌日の国際祭りの予行演習、五日目の国際祭りの夕べ、そして閉
会夕食会と夜の行事が続いた。この間、このサンディエゴでは異常ともいえる雨、風、寒さが続き、殆んど
外に出ることもなく、ホテルの中で缶詰状態が続いた。そして２４日の朝、やっと開放された。この日は、朝
から青空が見え、ホテルの部屋の窓からはきれいな虹も見えた。朝食後、帰路についた。バスの窓から見え
る山脈の頂上付近は雪で真っ白である。午後のロサンゼルス観光は疲れをさらに加えるだけのものであった。 
　グループ討論の時間を除けば、会議中も、食事のときも、周りは言葉の通じない人ばかりである。そして
慣れない食事、いや慣れたくない食事の連続である（日本食というのか、日本での食事はとにかく旨い）。
協議会開催中は緊張していたのであろうが、帰国することになってから、お腹の具合が悪くなり、風邪をひ
き、帰国後の今が最悪の状態である。 
　協議会では、感動したこと、楽しかったこと、辛かったこと、嬉しかったこと、悲しかったこと、よい友
人と巡り会えたこと、笑ったこと、怒ったこと、握手をしたこと、歌ったこと、踊ったこと、たくさん、た
くさんの思い出をもらった。宿題も山のようにもらった。交換したバッチや小物は行きよりも帰りの方が重
くなった。書き留めた記録はノート一冊を超える。それなのに・・・。 
 
 

2010-11年度ＲＩテーマが発表されました！ 

2010年国際協議会の開会本会議にて、「California,Here I 
Come」という音楽と共にステージに現れたレイ・クリン
ギンスミスRI会長エレクトが、2010-11年R Iテーマを「地
域を育み、大陸をつなぐ」としたことを発表しました。 
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エリンさん歓迎会　開催 

2010年２月２日（火）12：30～ 
横手南ロータリークラブ例会 

青少年交換歓迎会挨拶 

ガバナー　村上　勘一 

　この度、１月１０日に横手南ロータリークラブ様のホストで、国際ロータリー第９７９０地区（オーストラリ
ア）メルボリン・サンブリンＲＣからの派遣にて、来日致しました「エリン・マックレーリーさん、１５歳」
を、第２５４０地区会員同志一同と共に大歓迎致します。 
　当地区に於かれましては、約８年振りの青少年交換事業と成りますので、何分不慣れで、戸惑う事も多々
在るとは思いますが、五十嵐忠悦・横手市長さんも、かっては地区青少年交換委員長を務められた方でも在
りますので、多いに頼りにして居りますが、周囲に於きましてもロータリアンの善意と友情で可能な限りの
サポートをして参りたいと存じます。 
　エリンさんには一日も早く雪国・横手市での生活、横手清陵学院高校やホストファミリーのご家族の一員
として馴染んで頂いて、これからの国際社会の未来は貴方たちが築いて行く事にも成りますので、横手での
「かまくら」等の雪国イベントやハイスクール生活をエンジョイして頂くと共に、山と川の在る町、人情あ 
ふれる横手のより良き家庭文化を充分に体験し、いずれは国際理解の推進や世界平和の為に貢献出来る人材
に成長して頂く事を念願致して居ります。 
　私も１２年前に象潟ロータリークラブの創立３０周年記念事業として青少年交換事業を遂行した際に「トリ
シア・ギブソンさん」という娘さんを３ヶ月間にわたってホストファミリーを引き受けた経験が御座います
が、私を始め家族もわがままな家庭で御座いますので、毎日の生活では特に何の気も使わずに、我が娘同様
に、リラックスして生活して頂いたという思い出が御座います。 
　横手南ロータリークラブ様、秋田県立清陵学園高校様、カウンセラーを始めとするホストファミリーのご
家族皆様方には、大変なお世話をお掛けする事に成りますが、本青少年交換プログラムの意図するところに
御理解頂きまして、またと無い「青い眼の娘さんが増える」機会を楽しみながら、国際交流に参加して下さ
る様に宜しくお願い致しまして、歓迎の挨拶とさせて頂きます。 
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危機管理委員会　開催 
2010年２月２日（火）　於：松與会館４Ｆ 

出席者　　伊　藤　壽々雄（パストガバナー）　　　　　　　　　村　上　勘　一（ガバナー） 
　　　　　佐　野　元　彦（青少年交換・育成・Ｒ家族委員長） 
　　　　　橘　　　百合子（カウンセラー　教育関係）　　　　　木　内　義　範（地区幹事） 
 
横手南ロータリークラブからの会議出席者 
　　　　　佐々木会長、打川幹事、小山国際奉仕理事、土屋国際青少年委員長、戸田委員、備前委員 
　　　　　熊谷委員、武内さん（ホストファミリー） 

～青少年交換学生事業～ 

氏　　名　Erin  Jean  McCKEARY 
　　　　　（エリン　マックレイリー） 
　　　　　女性、年齢15歳 
スポンサー地区、クラブ 
　　　国際ロータリー　第9790地区 
　　　（オーストラリア　メルボリン 
　　　　　　　　　　　　　サンブリーRC） 
通 学 先　秋田県立　横手清陵学園高等学校 
留学期間　2010年１月～2010年６月（予定） 

ようこそ　エリンさん 
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第１回　地区職業奉仕賞選考委員会　開催 
2010年１月26日（火）　於：ガバナー事務所 

出席者　　村上勘一ガバナー、齋藤忠敬地区職業奉仕委員長、小松正和地区職業奉仕副委員長、佐藤良壽地
　　　　　区副幹事、堀茂地区副幹事、本間論地区副幹事 
 
　　　　　職業奉仕賞の推薦要綱等について審議 

第２回　国際大会推進委員会　開催 
2010年１月28日（木）　於：秋田市 

出席者　　村上勘一ガバナー、伊藤壽々雄直前ガバナー、地葉新司ガバナーエレクト　　　　　　　　　　
　　　　　佐々木正光国際大会推進委員長、佐藤博明国際大会推進副委員長、木内義範地区幹事 
 
　　　　　モントリオール国際大会ツアー等について審議 

2009－2010年　ガバナー公式訪問 

角館ロータリークラブ（2009年12月２日） 

　今後の地区主要行事予定 
　　　○ 地区チーム研修セミナー　　　　　３月１４日（日）　　　　　男鹿温泉　　　　 
　　　○ 会長エレクト研修セミナー　　　　４月２５日（日）　　　　　グリーンロイヤル丸富 
　　　○ 地区協議会　　　　　　　　　　　５月２２日（土）　　　　　サンルーラル大潟　　 
　　　○ Ｒ財団　増強　米山合同セミナー　７月２４日（土）　 　　   　男鹿温泉　 
　　　○ 地区大会　　　　　　　　　　　　１０月２３．２４日（土・日）　  サンルーラル大潟　　 
　　　○ ガバナーエレクト壮行会　　　　　未　定　          　　 　　　　男鹿温泉　　　 
　　 詳細につきましてはガバナーエレクト事務所へお問い合わせ下さい。 
　　　　ガバナーエレクト事務所 〒010-0687　 男鹿市北浦湯本字草木原7-2　（株）ＳＫＯ内 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL　0185-22-5220　FAX　0185-22-5221                                                       

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：　ogakitarc@chime.ocn.ne.jp 
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ロータリーと国連グローバル・コンパクト 

　国際ロータリーに加盟する３２，０００ 以上のロータリー・クラブは、２００ の国と地域で、幅広い専門知識と
ボランティアの技能を生かし、すべての人々の生活の質の向上を目指して取り組んでいます。ロータリーの
人道的活動は、「事業とすべての専門職務の道徳的水準を高める」というロータリーの価値に基づいていま
す。ロータリーは、「四つのテスト」および世界中で行われている無数の人道的活動を通じて「超我の奉
仕」を実践することによって、この道徳的水準を守っています。 
　同様に、国連のグローバル・コンパクトは、人権、労働、環境、腐敗防止の分野における１０原則を、ビジ
ネスの経営や政策に組み入れることに力を注いでいる世界各地の企業のための公共と民間のイニシアチブで
す。市場、商業、技術、金融が、世界中の経済や社会に恩恵をもたらすような形で発展していく上で、グロ
ーバル化の先頭に立つ企業が与える影響に重点を置いています。 
　また、グローバル・コンタクトは、環境、社会、統治の分野において増え続ける複雑なリスクや機会を民
間企業が管理するのを支援しています。民間企業と協力し、その他多様な関係団体（ステークホルダー）の
専門知識と能力を活用することによって、国連グローバル・コンパクトに参加する５，２００以上の企業と、 
１３０を超える国々からの関係団体は、持続可能で包括的なグローバル経済を構築し、国連ミレニアム開発目
標を含む幅広い国連目標を支える行動を推進することを目指しています。 
　国連グローバル･コンパクトと国際ロータリーは、倫理的な事業慣行、持続可能な人道的活動、世界平和
と理解といった理想を共有しています。このような共通の使命が、実りある協力関係につながると理解した
上で、国際ロータリーと国連グローバル・コンパクトは、以下を奨励します。 
　１．主要な会合への出席や講演を通じて、ロータリー・クラブおよび地区と、グローバル・コンパクトの
　　地域ネットワークの間で、知識と情報を共有する。 
　２．適切な場合には、個々のロータリーの会員が、自らの事業において、国連グローバル・コンパクトの
　　趣旨に沿って事業の調整や促進を行う。あるいは、グローバル・コンパクトの地域ネットワーク関係者
　　に、地元のロータリー・クラブへの入会を勧める。 
　３．ロータリー・クラブおよび地区とグローバル・コンパクトの地域ネットワークの間で、特にミレニア
　　ム開発目標に取り組むプロジェクトあるいは協同活動を地元で実施する。 
　４．企業の社会的責任に関するベストプラクティスや、地元、地区、国レベルでのボランティアのリーダ
　　ーシップと行動を推進するための協同活動を実施する。 
　ロータリー・クラブと地区は、国連グローバル・コンパクトとの協力によって、事業、産業、社会におけ
る高い倫理的水準が、人道的問題への取り組みと、世界各地の地域開発にとっていかに重要であるかを理解
し、さらに効果的に活動していくことができるようになるでしょう。従って、国連グローバル・コンパクト
との協力の機会について地区内のクラブに伝えて、建設的な対話と互恵的な協力関係を築いていくために、
グローバル・コンパクトの地域ネットワークの関係者に連絡を取るよう呼びかけていただければ幸いです。 
　　　　　国連グローバル・コンパクトとその１０ 原則についての情報は、ウェブサイト　　　　　　　　
　　　　　（http://www.unic.or.jp/globalcomp/outline.htm）でご覧いただけます。 
　　　　　また、グローバル・コンパクトの地域ネットワークについての詳細は、こちら 
　　　　　　http://www.unglobalcompact.org/NetworksAroundTheWorld/index.html（英語）をご覧ください。 
　本書簡と同様に、国連グローバル・コンパクトでも、地元のロータリー・クラブと地区ガバナーに連絡を
取るよう、グローバル・コンパクトの地域ネットワークの代表者に呼びかける書簡が送られています。 
　対話、協力、協同活動を通じて、ロータリー・クラブと国連グローバル・コンパクトは、高い倫理的水
準、普遍的な原則、人道的価値観を普及させ、人道的分野において目に見える成果を成し遂げることができ
るでしょう。すべての人々のために私たちは力を合わせることができる 
と信じております。 
 

２００９ 年１２ 月 

ジョージ・ケル 
事務局長 

国連グローバル・コンパクト事務局 

エドウィンH. フタ（布田） 
事務総長 

国際ロータリー 
 



物故会員 
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アジア初　難病児自然体験施設「そらぷちキッズキャンプ」 
支援に関するお願い 

国際ロータリー第2510地区　　　　　　　　　　　 
2009－2010年度　ガバナー　渡邉恭久（滝川RC） 

　「外で遊びたい」それが夢だという子どもたちがいます。日本には小児がんや心臓病などの難病とたたか
う子どもたちが約２０万人いると言われています。「そらぷちキッズキャンプ」は、そんな子どもたちが自分
の体や治療のことを気にせず遊べる、特別に配慮された常設キャンプ場を、アジアで初めて（日本で初め
て）北海道の大自然の中で建設・運営しています。（活動内容は、http://www.solaputi.jpをご覧ください。）
現在、「難病の子どもたちやその家族に対し自然体験を通じた心のケアを行う」という取り組みには、まだ
直接的な行政支援はなく、必要な資金やマンパワー等は国内外の篤志家からの寄付や募金、ボランティア活
動という形で集めています。 
　当地区では、各クラブ・各メンバーに様々な支援を呼び掛けておりますが、ぜひ各地区のロータリアンの
皆様にも、各地区に暮らしている難病の子どもたちの「外で遊びたい」という夢を想像し、「そらぷちキッ
ズキャンプ」をロータリー運動の理念に沿って支援して頂ければ幸いです。具体的には全国で約１３，０００店に
あるドラックストア協会加盟店の募金箱を見かけましたら、「リトルドロップをしてください」と、ご家族
やお知り合いの方々に声をかけてください。また、月信を通して或いはロータリアンの集う機会に呼びかけ
て頂ければと願っています。 
※　キャンプの内容については「ロータリーの友」１２月号（横書きＰ２０～２１）に掲載されておりますので
　ご参照ください。 

　　　土方文生パストガバナー（秋田北） 
1924（大正13年）12月12日生 
1970年９月　　秋田北ロータリークラブ創立　チャーターメンバー 
1973～1974 
1974～1975 
1976～1977 
1978～1979 
1978～1979 
1979～1981 
1979～1980 
1993～1994 
1994～1995 
1994～1995 
 2010.１.15.　 ご逝去　享年87歳 
 

会長 
ポールハリスフェロー 
第354地区　奉仕活動優秀ロータリアン受賞（国際奉仕賞受賞） 
秋田県西区分区代理 
米山功労者 
地区拡大委員長 
秋田南ロータリークラブ創立　特別代表 
マルチプルポールハリスフェロー 
第2540地区（青森・秋田分割）初代ガバナー 
ベネファクター 

七　山　三　郎 
 

21年12月29日逝去 
享年92歳 

 

1961年９月　　　　入会　 
1975－1976年度　　会長 
財団寄付　マルチプル・ポール・ハリス・フェロー ＄2,600 
米山奨学会功労者　￥360,000

なな　 やま　さぶ　 ろう 

　　　　《この事業の連絡先及び資料の入手先》 
　　　　一般財団　そらぷちキッズキャンプ（担当：佐々木） 
　　　　住所：〒０９７-０４６１　北海道滝川市江部乙町丸加高原４２６４－１ 
　　　　ＴＥＬ：０１２５-７５-３２００　ＦＡＸ：０１２５-７５-３２１１　Ｅ－ｍａｉｌ：ｉｎｆｏ＠ｓｏｌａpｕｔｉ．ｊｐ　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｓｏｌａｐｕｔｉ．ｊｐ 
　　　　東京連絡所：〒１０２－００９３　東京都千代田区平河町２－４－１６　平河中央ビル６Ｆ 
　　　　　　　　　　社団法人　日本公園緑地協会内（担当：唐澤）Ｅ－ｍａｉｌ：ｋａｒａｓａｗａ＠ｐｏｓａ．ｏｒ．ｊｐ 

ひじかたふみお 

（秋田東） 
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新 会 員 紹 介  

ロータリー財団マルチプル 

鈴　木　茂　夫 
（秋田） 
 

入会年　1974.1 
2009～2010   会長 

１回目 
 

 

小　原　　　朗 
（横手南） 

 
2010.1.5 

創和建設株式会社 
代表取締役 

お　　はら　　　　あきら 

柴　田　直　人 
（湯沢） 
 

2010.2.2 
シバタ印刷所 
専務 

しば　　た　　なお　　と 

奥　山　信　吾 
（横手南） 

 
2010.1.5 

奥山ボーリング株式会社 
代表取締役専務 

おく　 やま　しん　　ご 

阿　部　真　也 
（横手南） 

 
2010.2.2 

日本生命保険相互会社 
横手営業所長 

あ　　 べ　　しん　　や 

木　村　定　夫 
（湯沢） 
 

2010.2.2 
木村定夫税理士事務所 

所長 

き　　むら　さだ　　お 

すず　　き　　しげ　　お 

 
は世界理解月間です 2月 2 月 2 月 
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ガバナー事務局だより 
第2540地区　2009年12月の会員数及び出席率報告 

区
　
分 

クラブ 

大　　　館 
花　　　輪 
鷹　　　巣 
大　館　北 
十和田秋田 
大　館　南 
大 館 中 央 
小　　　計 
能　　　代 
能　代　南 
男　　　鹿 
二　ツ　井 
五　城　目 
潟　　　上 
男　鹿　北 
山　　　本 
能 代 白 神 
小　　　計 
秋　　　田 
秋　田　東 
秋　田　港 
秋　田　北 
秋　田　南 
秋 田 中 央 
秋　田　西 
小　　　計 

秋
　
　
　
田 

能
代
・
男
鹿 

大
館
・
鹿
角 

会　員　数 

2 
2 
1 
1 
4 
2 
1 
13 
3 
2 
2 
3 
2 
2 
3 
2 
3 
22 
3 
3 
2 
2 
2 
1 
2 
15

0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
-1 
-1 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
-2 
-2 
-2 
0 
0 
-1 
0 
0 
-5

34（0） 
22（2） 
11（0） 
21（1） 
10（0） 
23（0） 
27（4） 
148（7） 
56（4） 
21（1） 
17（3） 
9（0） 
16（0） 
22（0） 
18（0） 
17（1） 
18（7） 

194（16） 
70（0） 
54（0） 
39（4） 
37（3） 
35（2） 
30（1） 
15（0） 

280（10） 
 

34（0） 
23（2） 
11（0） 
22（1） 
14（0） 
23（0） 
27（4） 
154（7） 
61（4） 
19（1） 
18（3） 
9（0） 
16（0） 
22（0） 
18（0） 
17（1） 
16（7） 

196（16） 
75（0） 
56（0） 
39（3） 
41（3） 
34（2） 
32（2） 
15（0） 

292（10） 
 

55.88  
91.30  
81.80  
69.05  
100.00  
81.52  
90.11  
81.38  
54.90  
82.24  
83.33  
77.77  
74.00  
90.91  
75.55  
96.07  
82.50  
79.70  
89.18  
100.00  
85.90  
100.00  
85.71  
85.94  
80.95  
89.67 

区
　
分 

クラブ 

本　　　荘 
矢　　　島 
仁　賀　保 
象　　　潟 
本　荘　東 
本　荘　南 
小　　　計 
大　　　曲 
角　　　館 
大　曲　南 
大 曲 中 央 
田　沢　湖 
大 曲 仙 北 
小　　　計 
湯　　　沢 
横　　　手 
横　手　南 
西 馬 音 内 
湯　沢　南 
稲　　　川 
横　手　東 
小　　　計 

横
手
・
湯
沢 

大
仙
・
仙
北 

由
利
本
荘
・
本
荘 

会　員　数 

今期 
増強 
目標 

７月１日 
12月 
増減 

出席率 
％ 

1 
1 
2 
2 
2 
2 
10 
2 
3 
  
1 
2 
5 
13 
3 
2 
2 
3 
2 
3 
1 
16 

89 
 

0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
-2 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
-0 
0 
0 
0 
0 
-1 

-10

32（0） 
5（0） 
11（0） 
11（0） 
21（0） 
8（0） 
88（0） 
39（1） 
18（0） 
11（2） 
7（4） 
18（2） 
10（3） 

103（12） 
49（0） 
39（1） 
59（1） 
17（0） 
14（0） 
7（1） 
21（1） 
206（4） 

1,019（49） 
 

12月末日 

32（0） 
7（0） 
11（0） 
11（0） 
23（0） 
8（0） 
92（0） 
40（1） 
17（0） 
11（2） 
7（4） 
19（2） 
12（3） 

108（12） 
50（0） 
41（1） 
62（1） 
17（0） 
14（0） 
7（1） 
22（2） 
213（5） 

1,053（50） 
 

75.89  
89.20  
100.00  
87.80  
78.26  
100.00  
88.53  
82.23  
82.20  
100.00  
85.70  
78.94  
88.00  
86.18  
87.39  
74.70  
97.55  
67.60  
73.21  
75.00  
72.30  
78.25  

83.95
  
 

今期 
増強 
目標 

７月１日 
12月 
増減 

出席率 
％ 12月末日 

クラブ数：42ＲＣ　　　　　　地区平均出席率：83.95％ 
地区会員数：1，053人　　　　男性：1,003人　女性：50人 

※（　）内は女性会員 

地区合計 

文庫通信（268号） 

２月のロータリーレート 
　９０円です。 

新会員紹介　掲載依頼 

　新会員が入会された場合は、全員を月信にて紹介
いたしますので、別紙の様式に記入（写真添付）の
うえ、郵送願います。 
　掲載写真等はＥメール送付ファイルでも受付して
おります。（デジカメのメールサイズ程度でお願い
します。） 

会員数・出席率報告提出について 新会員紹介　掲載依頼 

「ロータリー文庫」は日本ロータ
リー５０周年記念行事の一つとして
１９７０年に創立された皆様の資料室
です。 
　ロータリー関係の貴重な文献や
視聴覚資料など、２万余点を収集・
整備し皆様のご利用に備えており
ます。閲覧は勿論、電話や書信に
よるご相談、文献・資料の出版先
のご紹介、絶版資料についてはコ
ピーサービスも承ります。また、
一部資料はホームページでPDFも
ご利用頂けます。クラブ事務所に
はロータリー文庫の「資料目録」
を備えてありますので、ご活用願
います。 
　以下資料のご紹介を致します。 

◎「奉仕理念の提唱者アーサー・フレデリック・シェルドン」　　　 

◎「職業奉仕における個人と職業の倫理」　 

◎「『ロータリーの心もとめ』より」 

◎「国際ロータリーのビルダー」 

◎「井坂孝の説いた職業倫理わ踏襲して」 

◎「職業奉仕に誇りを！！」 

◎「職業奉仕について」 

◎「ロータリアンは同業者・業界でもっと積極的行動を」 

 

 

 

 

 

〒105-0011　東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル3階 
TEL(03)3433-6456・FAX(03)3459-7506 
http://www.rotary-bunko.gr. jp  
開館=午前10時～午後5時　休館=土・日・祝祭日 

地区大会講演から  
田中　　毅　2009　22p 

深川　純一　2009　19p 

海田　　司　2009　４p 

塚原　房樹　2009　３p 

鈴木　清次　2009　８p 

村上　有司　2009　１p 

原田實太郎　2009　８p 

竹中　秀夫　2009　１p 

 

 

 

ロータリー文庫 
 

〔上記申込先：ロータリー文庫（コピー/PDF）〕 

（D.2580職業奉仕セミナー講演集） 

（D.2580職業奉仕セミナー講演集） 

 

（私の“Rotary Notes”） 

（井坂孝の足跡） 

（D.2640月信） 

（D.2730月信） 

（D.2680月信） 

 

 

 

 

 

　指定の様式にて、会員数及び例会出席報告は毎月
１０日までにガバナー事務所宛にＦＡＸ願います。 

ガバナー月信　掲載依頼 
　会員がロータリー財団、米山記念奨学会の表を受
けられたとき、または、ご逝去されたときは月信に 
 
 

掲載いたしますので、別紙の様式に記入（写真添付）
のうえ、郵送願います。 
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